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Tween－80加結核1呆1培地に対する⊥血．清の影響に

関する研究

第3報　結核患者ifrL汚等の影響について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）ツベルクリソ感循ll而球凝鯛更応の争献1燃

　　　　　　緒　　智　　　　　　　　　　　　　　　谷働の方法に倣い行なつた，

私は鞭…①，耽報①におい嚇1骸齢二対する各種　　　：めll鵬の1舳分翻；洩Aull＆M（1伽rd⑳の方法

動物血満とTween・・80（以下i“wso）との協岡作職1：　　によつた。総蝋白は日“1圏zl蛋肉計るご使バ1し海。

・ついて検討を加えた。本報でけこ人間の」前1浦と　T、v80

の協圃作用及び，ツベル剃γ反応L赤ll繊沈降速度、　　　　　　　寅験成績

病型並びにツベルクリン感作赤【画献凝t｛仮応との関係　　　　　　1　ヒト血澗とTw80との協同1乍用に．ついて

について突験を行なつたので報告す為。　　　　　　　　　　　A）　」血満稀’9iiについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7日培避で結核菌に対する患鞍血満の影響を見た。

　　　　　　検鷲材料及方決　　　　　　　　　　　　従／一一）て判竃ほ絶対確ll≦とは公えないが，従来の経験か　tt

　　　I　倹査材料　　　　　　　　　　　　　　　　　し，メ｛狙1三した。結核繭の増脅1〔を阻ILしたものは，暫1ド翫の

　検査対照患者：国立上田療鰻所入所患者で，ワ］，y・・　　　通りであつた0

64名，女子49名，病型別は，謬出型！5，増殖型34，空　　　　　　血溝稀釈　50倍は…・・…・…口3例中82例

洞型34，手術後20，カリ・・．・，x・4，灘ミ肋膜鶴蕨僧　　　　”　10°倍ほ一・……　〃27例

顛3，の計、13伽ある。灘型は比較1騨期幡　　　”5°°倍ltk°……”・6例
潤を認めた軽症脅。増殖型は慢性経糧で然もX線上で　　　　　B）　ツ反繕との関係について　（ee　1）

は　蹄軸り沖糠奪看肋凱な、、もの．！糊型　・反嘔よ1°粍肝翻・24fell，11棚ま・を附として

は2～3鯛h縄の囎幽琉鰹蹴描巣捕　89佛・ついて調べt・・その線・備稀釈1U°倍暢

し，！．かも手術不能な重症者。手衛後は成形術または

欄1鮒欄経灘・帆の・一囎　糠脚錨讃繍陥
椎カリエス患i者であるoまた赤1血，球沈降速度（以下赤　　　、　　　　　　、－　　　1　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰性　　隔性　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　N．－H．．．．、、　ツ反肥・

沈）は1時間値nツベルクリソ反応（以下ツ反応）は　　　増殖“＼一、～

皮内接種後48時間で｝ド旋したo以上のものについて，　　　　　　一

甚〒乳朝棄腹時の1直L清を56°C30ノで非働化した後使用し　　　　　　＋

ts：°

l撒方浸ミ　　　　　　　　　「

6　　　　21　　｝　27

18　　　　　68　　　　　86

24　　　　　　　　　8g　　　　　l　113

　　　　　　　　　　1

1、職：服蝋一報①齢く購に徹つた。1血L　　P・｛・・〉・．17｝＜。．75

溝は1常也当り50，正〔｝0，51，0僑の稀釈に力IIえたo　　　　　　　　　　DF＝1
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合・結核菌の増殖を阻II・したものはツ陰性は6　fiill，陽　　E）搬阯の関㈱，二ついて俵3）

性は21例であつた。500倍の揚合は陰性は2例，陽性　　」輔奪稀釈100倍で増タlllを限1hしたものは，灘劇15

は4例であつた。この結果100倍ではツ反応陰性と陽　　　例中1例，増殖型34例中コ3例，空洞型34例巾5例，夢

性について陽ILのしかたに差はなかつた。500倍は阻　　　術後20例r1，1　6例t肺外結核ユ0例中2例であり，増殖型

止例数が少ないので計算はしなかつたb　　　　　　　　が最も多かつた。500倍の場禽は滲出型11グ1，増殖型

　　C）赤沈との関係について　（袋2）　　　　　　　2例，盛洞型3例であつた。10〔｝倍の場合は，病浬！の

赤沈は10粍以下49例，11～40tiSEtl，5fダ1］，41粍以」二19fYil　違いによつて阻llのL，かたに辮よなかつた。

について調べた，その結果，前購稀釈100倍の場合，

増殖を阻．ltしたものは夫々13例，9例，5例であつ　　　　嬉3衷　　　　患者1貢L蒲と病狸1との関係

た。500倍の場合は3例，1例，2例，計6例であつ　　　　　　　　　　（血溝稀釈10Q倍）

翻驚蹴嚇臨てll21・　1’　’・　a）し力僻瞳二1黛1幽幽蘭隔・矧酬．・：卜．

】．　　　：13　　　　5　　　　6　　　　2

　　　　　　　（幡：稀釈1°°倍）　　　　　i…　　）「「tttt…ド
1臨一赤沈い・糧以一ド11～4。4。粍以」　計　　　　　　　　　　　　　　1

27

笛2喪　　患者」血溝と赤沈との関係　　　　　　　　　　　＋　　i　］4　21　29　　14　　8　　86

　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　34　　　34　　　詣0　　　10　　　　1ユ3

　　　　　1　　・　・9い・　　な、疏鵬。比　吏に．，いて

　　　Pr｛わ0・66｝〈0，50　　　　　　　備稀釈50・10°・500倍の何濠・繍骸菌の増撚β11
　　　　DF＝2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止しなかつた例と，5nO倍阻止の場合織ご比較した。　i漫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，5には，凝簾価，ツ反応，赤沈，病型，螢白分劉
　　D）赤，血球凝籔応との関係について　　層　赫け，。これらの間には筋か醗が些鵠繍かと

　図ユに示すごとく，1丘L清稀釈100倍では，結核菌の　　考えて嚢に現わしたが，特言己する様な点は見られなか

増埴阻tfと凝輿価の闇には特に関係は翻められなかつ　　　つた。

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∬　ツ反応，赤灘，赤血球凝築反応，病型に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　ついて
　第1図　　赤血球凝集反応との関係　　　　　　　　　　赤ll［し球凝鍛反応，凝集価は，1：4を陽性限界とした

　　　　　　　（Ifltma稀釈ユ00倍）　　　　場合，t13　・fbll中，陰性・・例・．8％，陽性・ft・・i12例1。．6

／P°

h。轡笹：　灘撒ll灘灘あ繋17罎謙；よ
　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　9L2％である。
　　　　　　　　　の
贈　・　　　　　　　　1）ツ麟と縣価との関係につし’て
　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　ツ反応10粍以下を険性として24例，11粍以上を陽性

7・e　・占　　繍襯織鑛且瓢・1繍
↑ダ゜－1二・一抄　　 では，・臨のi蜘…縣価に差、禍られた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）赤沈と凝集価との関係について

　　　　　　　　　　　・滅．：。．　．：；　　赤沈廊1Q棚下，・1－・・粍・41粍以上に区分・

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　た。赤沈と凝纂価の関係は表7に示すごとく，赤沈41

　　　　　　　：　　tl．’二　　棚上で醸験例数砂なかつたので酬・婦恥で
　　／o　　　　　　　・　e3・・。戚　．齢　　　　　きなかつたが，赤沈の違いにより凝集価に強はなかつ

　　　　～＿＿一　　　　　た。　　　　°zf‘f’／6」・2．　K4・　／28d・＞　　3）欄繊櫛iiとの闘係について

　　　　　　　　　誕集緬　　　　病型は謬出，聯疫セ馳稀後，酬繊1こ

一m、遡L＿＿＿．＿一…一．、＿＿＿＿．＿＿：1．．．．、．一．　　P・｛．x2＞8、35k・．・・

　　－　　　　13　　　　9　　　　5　　　27　　　　　　DFtW4

　　一ト　　　　　　　　　36　　　　　　　36　　　　　　　　14　　　　　　　86

｝……u…怐p……噌帯一……圃「一｛｝　　F）徽菌の増㈱肌し醐舵，臨し
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第4褒　　　　　結核菌の増殖な全く阻止しなかつた例
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第6表　ツ反応と麟i価との関係　　　　　　第7表　赤沈と凝集価との関係

乏賦壁璽画i量藤擁一三1鮭L弛壷．二璽L墨．1厩ll樒、艶檎1計

陰性1016724　10粍以下6ユ321949陽　　　　　悟三　　　　　9　　　29　　　36　　　　15　　　　　89　　　　　　　11・～40　　　　　　3　　　14　　　2i　　　　　7　　　　　45

　　DF－3　　　　　　　　　　P・｛・・　ut＞5・52｝〈O・50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DF＝6



4－（298）　　　　　　　　　　　　「　　　II酬医誌第贈鵜2ジ｝
区分した譲8に示すごともVlj；型によつて各麟備　は全然脇1鹸性であるが，歪鍬酬三燃増殖・悌傾lr，j

に違いがあるか否かを検討したが両者に諮を認めなか　　　が多いことな認めてい〉，1，。Klee⑫幽加グT：ヅリン

つた・　　　　　　　　　　　購1・li　，svないし鰍炎tii醐蝋加し，7・ハ・カ1ンほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1殴1生活動型；覧増加するとのべ，JI市結核，｝愚渚・のafとγの

第8表　病型と麟価との関係　　　　変1励職レ儒り，澗沢σめ嚇臨柳腋幌，吐齢

癒虻塑／隈1嶺1裾脇1計　纐鰍通・た鰍・つであろ・と・べ姻・
滲　　　出

増　　　殖

塞　　　洞

手　　　術

肺　　　外

4　　　6　　　6　　　3

4　　　6　　ユ6　　　8

1　　12　　16　　　5

2　　　5　　　8　　　5

3　　　0　　　6　　　1

15亨 @獺厭獅物ノ襖1狛懸融もっもの》c甑くt　aJψ，
34　　　　γに対する補償的意藏なイこyするもので｝：nzcr，いか3のべ

34　ている。花岡⑭洲i細靴瓢、ては，。添歴γ峨鋤

20　　　　の意義な知ること力縦跡要である，｝のぺていイ，o私は魚

10　　　　く増殖陽．止しなカ・つた場含と，強度に、阻ILし’t‘場合に

　　　　　　　11°2952221113諜即響鞠繍同繍1聾li驚
　　　P・｛sc2＞16・18｝く゜・2°　　　　ようt、，：低いf醗肱かつた．。の　醐、として糊ミの

　　　　DF＝12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益に属、因するものと国琢吏、薮：，　a・・1，るo　lj　llllヨi求凝堀反応fl二血L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溜讃白について｝淵村⑯，斯藤⑰，資田⑲⑲，小路⑳

　　　　　　総括考按　　　　　　らは麟価、　γグ。ブ，。は平行覗，とめべ1野崎⑳
w・ight④は1924細1瓢唖鰍1・暇・・いて瀦　醐駄、、．潮職加脚・，，・イド燗附祉の・，

核繭は増殖することを報餐テしたが，Wrighしの報告｝11　　ている、

体が極めて簡単で人間の数，状態などについては記載　　　　赤1酢L球凝繁反万ホと血満の結核菌増殖抑｛lilについて，

が少なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書田⑳はり1験的鋏兎結核症について本反応凝漿価と

1926’・r・」・瓶今椚“ドの燃⑤，鱒⑥に」・砿く　Slid・　cell・・lt・re　ct：．．、」・餌価・齢㈱な舞縢1．

研究が行なわれた。緒フノ⑦らは健縦人1僻街「卜1では網霞　　て，ll旛には相関々陥繍忍め，本反応凝簾落が結1鞠li｛

菌1よ増殖するが，ツ反応陽性の強いものに1よ菌増殖が　　　におけ芝1，生体1：4∫衛反応と轡接な1嬰｝係な有する・「・とを結

阻↓ヒされる傾lrF・ijが強く，ツ反応陽挫で菌増殖1；｛L止され　　論している。尚この関係にっいて，血溝を結核菌に31

るものはすでに紬核の発病藩であるか，あるいは将来　　　　り吸収すそ｝ことに．よつて，吸収後の凝集価は低”F’する

において発摘を発見されたものが多いとのべている。　　　のでその物異性を強調している。木村⑯，は蕾田⑳が

1しかし他面菌増殖の判定に．ついて研究すべき聞題が　　　のべている全！血1．静菌力は翻1胞成分が含まれているとし

残されていた。健康人215例についての成紺は今村ら　　　て，結核、帥麟1血L滴について，Sllde　Culture法tl　．，kつ

は緒方⑦の場合と同様であるとのべている。また疑似　　　て，本反応凝集価と発育阻止力について両詣の関係を

患春387例では大体に：おいて健康人に比べて菌増殖｛よ　　　もとめたところ相関々係が認められたとのべている。

少ない傾向であること，早期浸潤35例でも菌増殖が少　　　　結核患者U3例中1’w80と協岡作用を・示した例1柔虚L

ない傾向を示しており，軽症から中等痕に．進むにした　　　清稀釈100簡は27例，500倍は6例であつた。その原圏

がい菌増殖は更に阻止されるζとを報告している。然　　　を知るため種々検討を行なつたが，特記する程の結果

し渋川◎は，醗徽潴の鋤液中では織菌は増　は得られなかつた。またこのtfmが備磯白鱗季。

殖し易いことを実証している。即ち，窟症患薪の症状　　　関係あると考えられるので②，血満の分劉と病型との

である赤沈の早いもの，肉血球並びに中性白血球の増　　　関係に関しては特に油意して究明したのであるが，

加するもの，赤血球及び1血色累の減少するもの，及び　　　例数が少ないためかli鰍綴根拠を得るにi軽らなかつ

ッ陰性アネルギーに傾くにしたがし菌は増殖し易いこ　　　た。

とをのべている。また．赤沼⑩も渋川⑨と同様の成績　　　赤エ血1球凝集反応とツ反応との関係は露田⑱⑲は両蕊

を報告している。以上は全血液内の糸核菌増殖であ　　　に関係は認められないとのぺている゜一方木村⑯は，

る魂蒲内の桝〔について蛛⑪臣ま，ツ反応陰性睨　瀦呼欄係を誌めている。

倣す健康人60例では20％は全然増殖しないものがあ　　　赤沈と赤血球凝集反応凝集価の関係は矢追⑳はll堵

り・ヅ反応陽性の健康人37例では・前爵に比べると一　　　に㈱係があり，Hinson⑳その他は闘係がないという。

般的に増殖は不艮であlj，全然増殖を見ないものは　　　痛型と赤血球凝集反応凝繁価についても，俳藤⑳は蝿

33．5％であつたとのべ，また，肺結核患潔54例中33例　　　症では凝集価低く，中等症以上は高く，病型との間に
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